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１ 施策の体系 
 

 

　＜基本理念＞ ＜基本目標＞ 　＜施　策＞ 　＜施策の方向＞

ひ と

●いきいきと学び、 ・教育的な取り組みに対する支援の充実

　　豊かな心を育みあう ・情報収集の場と機会の提供

・青少年の健康づくり

●青少年の様々な活動の推進 ・各種体験や発表の場の充実

●自立した生活の向上 ・キャリア教育の推進

・ボランティア活動の推進

・青少年の自発的な活動の紹介

くらし

●地域社会との交流 ・地域における異世代交流の推進

・コミュニケーション能力の育成

・青少年の社会参加・社会参画を促進

・団体の指導者や各種リーダーの養成と支援

・親同士の交流と家庭教育への支援

・子育て支援の充実

●文化の継承と創造 ・伝統的な文化の実践と継承

・新しい行事に対する取組みの支援

・国際交流・姉妹都市交流

・コミュニティ意識の形成

●相談機能の充実 ・相談体制の充実

・専門機関との連携強化

・悩みを持つ親や青少年への支援

●安全の確保 ・地域パトロールの推進

・非行・犯罪・薬物乱用・児童虐待等

　の防止に対する啓発活動の推進

・交通安全

・メディアリテラシーの推進

ま ち

●施設・設備の整備と充実 ・市内の施設・設備の利用しやすい

　システムづくり

・スポーツを楽しめる公園や広場の充実

●青少年の居場所の充実 ・青少年センターの運営と活用

・フリースペースの確保
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事業数：18 

事業数：17（内再掲 1） 

事業数：11（内再掲 3） 

…事業数：46（内再掲 4） 

…事業数：75（内再掲 24） 

…事業数：15（内再掲 6） 

事業数：32（内再掲 7） 

事業数：19（内再掲 5） 

事業数：13（内再掲 6） 

事業数：11（内再掲 6） 

事業数：7（内再掲 3） 

事業数：8（内再掲 3） 

推進体制と進行管理 …事業数：11（内再掲 5） 

●市における連携 

●青少年育成機関、地域の組織等との連携 

事業数合計：147（内再掲 39） 
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…事業数：1 

…事業数：10（内再掲 5） 
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 ２　施策の推進状況　《平成２８年度実績》

公民館

「「私」の暮らしの作り方」、「自分だけのオリジナルソ
ングをつくろう！」
　ヤングセミナー：合計2コース
　受講者：30人

教養・趣味、文化・芸術などの学習活動を通じ仲
間づくりと交流の促進を図り、地域の同世代の連
帯感を養う講座として、若者の暮らしやすさやオリ
ジナルソングづくりをテーマに2コースを実施し
た。今後も引き続き、若者世代のニーズに即した
魅力ある講座を実施するとともに、事業のＰＲを徹
底することに努める。

ジュニア講座、サタデー講座の開催
小・中学生、親子を対象に工作や料理、自然観察等を通して交流
を深める講座を開設します。

公民館

ジュニア講座「ジュニア大学」、「ジュニア科学研究
室」などを実施した。
　ジュニア講座：合計14コース46回
　受講者：290人

学校以外での学習の場として、様々な体験から、
興味・関心を深めるきっかけづくりとして、運動、
お菓子づくり、工作などの講座を実施した。

ヤングセミナーの開催
教養、趣味、文化、芸術などの学習活動を通し、社会人としての
資質の向上、また、仲間との交流を図ります。

文化スポーツ課

講師を招いて粘土でものづくりを行う体験型かつ親
子で一緒に参加できるイベントを実施した。
　開催日：平成28年7月23日
　参加者：25組 63人(小学生30人、保護者33人)
参加の小学生へ平櫛田中の生涯を描いた漫画『田
中彫刻記』の無料配布を行った。

毎回好評で、より多くの方が参加できるよう、午前
と午後の2回開催している。前年度に比べて参加
者が10人減尐したが、参加組数は1組増加した。

子ども映画会の実施 月1回、映画上映会を実施します。

公民館

11館で夏休み映画会、冬休み映画会、春休み映画
会を実施した。中央公民館で土曜子ども映画会を年
11回実施した。
　参加者延べ人数： 2,132人

映画のメニューは館によって独自で選定してい
る。子どもだけで気軽に映画を楽しめ、内容もア
ニメから昔話、童話、交通安全、防災など、幅広
いテーマで実施した。

ふれあい下水道館講座の開催
毎月第3土曜日、小学生を対象にミニ工作と顕微鏡による微生物
等の観察を実施します。

下水道課
学習講座13回と夏休み学習講座3回の計16回を開
催した。
　参加者：児童170人、その他168人　計338人

人気のある学習講座について開催時間や回数を
増やすなどの対応を行い、多くの方に楽しんでも
らえた。結果として、前年度よりも参加人数が増加
した。

平櫛田中彫刻美術館
「わくわく発見！親子で美術館」

親子（小学生）で参加して、美術に親しみ、美術館を身近に感じ
てもらうためのイベントを、夏休みに実施します。

環境政策課
市内の小学5、6年生を対象に、6月と11月の2回測定
してもらい、測定結果を一覧表にて配布した。
　調査地点:45箇所

青尐年の環境への関心を高めるために毎年実施
している調査であり、今後も継続して行っていく。

（１）教育的な取組に対する支援の充実

１　いきいきと学び、豊かな心を育みあう

Ⅰ　健康ではつらつとした青少年の育成をめざして　…「ひと」の視点から

夏休み子ども環境教室の開催
環境にまつわる様々な学習や体験を通して、環境に対する関心を
高めます。

環境政策課

リサイクルについて学習し、廃ガス管を細かく砕いた
ペレットに熱を加えて作成するキーホルダーや、間伐
材を紙やすりで削り、好きな絵を描いた木製コース
ターを作成した。
　開催日：平成28年8月9日
　開催場所：市役所6階大会議室
　参加者：14家族（34人）

子どもたちはリサイクルの説明を真剣に聞き、
キーホルダーづくりやコースターづくりに熱心に
取り組んでいた。「また参加したい」といった好意
的な意見が寄せられた。

二酸化窒素簡易測定の実施
小学生（5、6年生）の協力で、二酸化窒素の汚染状況を把握し、
大気汚染に関する関心を高めます。

事業

担当課 平成28年度実績

内容

事業実績に対する担当課コメント
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№
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議会事務局

総務課

市民協働・
男女参画推
進課

9

10

11

図書館

図書館見学受入れ：
　市内小学校16校　児童1,432人
　幼稚園2園　園児　91人
　保育園1園　園児　13人
　特別支援学校1校　2人
見学内容：館内見学、図書館の利用方法の説明、お
はなし会等

地域の図書館を知り、図書館の役割を理解する
ことで、利用のきっかけとなるようにと実施してい
る。

夏休み家族一日図書館員の実施
→再掲33

仕事の一部を体験しながら、図書館の仕組みや役割、利用方法に
ついて学びます。

図書館

開催日：夏…平成28年7月24日
            冬…平成29年1月22日
開催場所：中央図書館及び各地区図書館
対象：市内在住の小・中学生とその家族
参加者：夏…9家族（25人）、冬…6家族（14人）

家族で図書館の仕事を体験してもらう事業。家族
で参加しやすいよう日曜日に設定している。

おはなし会の定時開催 おはなしと絵本の読み聞かせをします。

図書館

おはなし会の開催
　中央図書館　週1回
　他の地区図書館7館 月2回
　延べ394回　参加者2,772人
「絵本のへや」の開催
　中央・地区図書館7館　月1回開催
　延べ96回　参加者1,896人

おはなし（素話）や絵本の読み聞かせをすること
で、文学を楽しみ、本に親しんでもらう機会を提
供している。図書館開館以来行われてきた事業
であり、今後も継続して実施していく意義は大き
い。

図書館見学の開催
授業の一環として、図書館の利用の仕方や館内の見学、おはなし
会などを実施します。

市が支援している市民活動団体や市民活動支援セ
ンターあすぴあでのイベント等について、市ホーム
ページで情報提供を行った。

継続して実施する。

就職差別解消促進月間、人権週間行事、憲法週間
行事のイベントについて市ホームページに掲載した。

継続して実施する。

関
連
部
署

子育て支援課 小平市ホームページで各事業の周知を図った。 継続して実施する。

議会の仕組みや役割などについて、小学3年生ぐら
いの子どもにもわかるような簡単な説明を小平市の
キッズページ「こだいらキッズ　ぶるベーのさんぽみ
ち」の中に掲載し、情報提供に努めた。

子どもにとって、議会は普段接する機会が尐な
く、あまりなじみがないかもしれないが、身近な具
体例を挙げることで、理解がしやすいように紹介
できている。今後も、議会に関心を持ってもらい、
議会を学ぶきっかけとなるよう内容の充実に努め
たい。

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

ホームページ、インターネットを活用
した情報提供　→再掲45

各施設で実施されるイベントや講座について、ホームページ等を
通して、迅速で分かりやすい情報を提供することを検討します。
青尐年センターではパソコンの貸出しを行います。

秘書広報課

・平成28年度
　こだいらキッズページアクセス数：27,469件
　スマートフォン版HPアクセス数：139,502件
　年度末ツイッターフォロワー数：2,496人
　小平トピックスダウンロード数：8,737件

・平成24年10月に行った市ホームページの再構
築以降、青尐年向けの各課の事業の啓発を図る
ため、キッズページの積極的な活用を庁内に促
し、情報を最新のものに更新している。
・若年層の利用者に受け入れられやすいツイッ
ターによる事業の啓発を開始した（平成26年
度）。
・平成26年10月よりスマートフォン用アプリ「小平ト
ピックス」を運用開始。平成27年11月からごみ分
別アプリを搭載。平成29年3月からは全国自治体
初の環境家計簿アプリを配信し、より迅速な市政
情報の提供や広報媒体の充実を図った。

（２）情報収集の場と機会の提供
事業 内容
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指導課
（小・中学校）

学習指導要領に基づいて、小学校では「体育（保健
領域）」等、中学校では「保健体育」等で指導を行っ
ている。

各学校において適切に指導を行った。

生活習慣病予防事業の実施
児童・生徒の生活習慣病を予防するため、検診や栄養士による食
体験及び啓発を行います。

学務課

生活習慣病予防検診を実施した。
　対象者：肥満度30％以上の児童・生徒
　受診者：93人
その後、各校別に個別フォローアップを対象者全員
に実施した。

検診と啓発の実施を通して生活習慣病の予防に
努めた。

健康教育の推進
小・中学校において、学習指導要領に従い、児童生徒の発達段階
に応じた適切な健康教育を実施します。

食育の推進
栄養士が配置されている関係施設の連携を図り、青尐年の健康的
な食習慣の定着、健康づくりを推進します。また、食育の普及・
啓発を行います。

健康推進課

「小平やさいたっぷりカレンダー」の絵を募集し、小平
市栄養士連絡会において、カレンダーを作成。市内
幼稚園、保育園、小・中学校に配付し、一般にも販売
を行った。
　応募数：629作品

小平やさいたっぷりカレンダーを通じ、食の重要
性や野菜の大切さを理解し、望ましい食習慣を定
着させるよう努めた。

学務課

「小平市立小・中学校食育推進指針」に基づき、各校
の食育を主導する食育リーダーや栄養士を中心に食
育の推進を図った。平成28年度は平成27年度に引
き続き、農家・地域住民・企業など、食に関わる外部
講師による授業を19校で実施し、さらなる食育の普
及・啓発を図った。

児童・生徒の食に対する関心を高め、食育の推
進を図ることができた。

（３）青尐年の健康づくり
事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

図書館

図書館で選定した夏休みのおすすめ本のリスト
（小学校は低学年・中学年・高学年向きの3種類
各16冊、中学生向き1種類35冊）を市内小・中学校全
児童・生徒に配付。リスト掲載図書は図書館に別置し
て利用に供した。
　別置冊数：小学生向き 2,145冊、中学生向き 670冊

ゆっくり本に親しめる夏休みに、楽しく読める良質
な本を選び、紹介している。読書の状況を尐しで
も改善できるよう毎年、選書、紹介文に工夫をこら
している。今後もさらに、子どもたちにアピールで
きるようなリスト作成を目指し、実施していきたい。

ティーンズコーナーの充実
→再掲124

児童・青尐年向けの図書の充実に向け、ティーンズコーナーを設
置し、青尐年にも親しみやすい本・雑誌を配置します。

図書館

中央図書館1階児童コーナーの一角及び仲町図書
館に設置。ティーンズ向けの図書、雑誌、外国語図
書、職業学習用図書等を置いている。
　今年度の貸出冊数：5,711冊

本の貸出しだけでなく、職業学習などの調べもの
にも利用されている。

図書館子ども講演会の開催
→再掲123

市内にある図書館が持ち回りで講師を依頼し、子どもの興味を引
く内容で講演を行います。

図書館

・子ども科学講演会「ホネホネたんけんたい！～ホネ
ホネストラップを作ろう～」
　開催日：平成28年9月24日
　開催場所：東部市民センター
　講師：西澤真樹子氏（大阪市立自然史博物館 外
来研究員）
　参加者：親子16組37人（子ども19人、大人18人）

・子ども科学講演会「おりがみは、うちゅうへとびた
つ！」
　開催日：平成28年10月30日
　開催場所：上宿図書館 集会室
　講師：足立久美子氏（元 津田塾大学数学講師）
　参加者：30人

親子で参加する行事は、お互いに楽しい時間を
共有することができ、有意義と好評である。
体験型の行事は子どもにとって想像力を育てると
ともに、新たな発見の機会となる。今後も内容を
工夫しながら様々な体験型行事を実施していき
たい。

おすすめ本リストの配布
親しみの持てる本を選定し、リストを作成して、小学校・中学校
に配布します。
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水と緑と公園課 平成23年度実施済み。
子どもの遊び場確保と自然とのふれあいの場を
提供することができた。

産業振興課

市立小学校 (19校)で実施した。
内容等の見直しを図りながら、今後も継続して実
施する。

地域と連携した体験活動の充実 雑木林や公園などを利用した学習や体験活動を検討します。

水と緑と公園課
小学校とＮＰＯ法人の連携により市内保存樹林で発
生したどんぐりを苗木に育て、保存樹林に戻していく
「どんぐりの里親制度」を展開した。

小学校５校とボーイスカウトやガールスカウトなど
も参加し、みどりに対する意識啓発が図られた。

プレイパークの設置の検討
→再掲126

自然の中で、子どもたち同士の交流や仲間づくりを目指すための
場づくりを検討します。

市民相談課
「発酵のふしぎ～ピザとヨーグルトを作ってみよう～」
 　開催日：平成28年8月3日
 　参加者：親子10組　計22人

今後も継続実施し、充実に努める。

学童農園事業の実施　
学童農園として、農家に指導を受けながら農業の体験学習を行い
ます。

指導課

青尐年善行者の推薦
社会貢献活動を継続して行っている青尐年の善行をたたえ、表彰
し、感謝の意を表します。

総務課 実績なし。 該当者の推薦を継続する。

消費生活講座親子教室の開催
親子を対象に、体験学習講座を開催し、併せて消費生活に関する
ＰＲを実施します。

２　青尐年の様々な活動の推進
（１）各種体験や発表の場の充実

事業 内容
担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

ブックレット「心を育て心をつなぐ」
の活用

子どもの生活習慣確立に関するブックレットを作成し、家庭教育
の大切さを啓発します。

地域学習支援課 市立小学校新1年生用に、2,020部配付した。 継続して実施する。

青尐年センターの活用の検討
→再掲131

青尐年センターにおいて、体験や発表の場を設けることについて
検討します。

子育て支援課 ― ※平成27年度をもって廃止

青尐年センターでの活動の紹介
→再掲132

青尐年センターでの活動について市民に分かりやすい紹介を検討
します。

子育て支援課 ― ※平成27年度をもって廃止

小平市中学校生徒意見発表会の開催
学校から推薦された中学生の代表による意見発表会を開催し、率
直な意見を聞くことで、生徒の意欲と市民の関心を高めます。

地域学習支援課

開催日：平成29年1月10日
開催場所：ルネこだいら大ホール
来場者：425人
意見発表者：8校8人

当番校（平成28年度：小平第二中学校）の生徒
会が、サブタイトル「―道を拓こう　言葉の力で
―」の考案や、当日の司会等を担うなど、中学生
自身の意見発表・参加の場となっている。

青尐年音楽祭の開催
青尐年に音楽活動の発表の場を提供し、青尐年の健全育成を図り
ます。

地域学習支援課

開催日：平成28年10月23日
開催場所：ルネこだいら大ホール
参加：19団体（応募19団体）
来場者：953人

小学生の合唱・合奏や、バンド・吹奏楽団など、
地域の青尐年による多様な音楽活動の発表の場
となっている。
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28

29

30

31

32

33

34

35

よさこいスクールダンスフェスティバ
ルの開催　→再掲50,83

小学生を中心に、幼稚園児から大学生までを対象にしたダンス
フェスティバルを開催します。大学生などが企画運営に参加する
ことで、地域に若い力の活躍の場を提供しています。

地域学習支援課

開催日：平成29年2月19日
開催場所：ルネこだいら大ホール
参加：20校21チーム909人
　　　　(小学校17校（六小が2チーム）、大学3校)
来場者：827人

地域に定着した「小平よさこい」の発表の場とし
て、幅広い世代の交流が図られている。また、大
学生が企画運営に参加し、若者の地域への参
加・貢献の場となっている。

多摩六都ヤング・ダンスフェスティバ
ルの開催

多摩北部都市広域行政圏域を対象とした高校生による高校生のた
めのダンスフェスティバルを開催し、ダンスの発表の場を提供す
るとともに、高校生の自主性を育みます。

地域学習支援課

開催日：平成29年2月5日
開催場所：ルネこだいら大ホール
参加：14校28チーム
来場者：1,126人

毎年多くの来場者が訪れ、盛り上がりを見せてい
る。また、エンディングダンスを高校生自らが発案
する等、高校生自身が企画や運営に携わる体制
が確立されている。

「親子でヨーイドン」の実施
3歳以上未就学児とその親を対象に、親子体操・ミニ運動会など
を行います。

文化スポーツ課

開催日：①（第44回）平成28年10月22日
           ②（第45回）平成29年2月18日
開催場所：①市民総合体育館 第三体育室
　　　　　　　②小平元気村おがわ東　屋内広場
参加者：①大人16人、子ども19人　計35人
　　　　　②大人11人、子ども12人　計23人
内容：スポーツ推進委員の指導により、親子体操とミ
ニ運動会を開催した。

親子ともに楽しみながら体を動かすことができ、充
実した内容であった。

スポーツ教室の開催
青尐年を対象に、各種スポーツ教室の開催を通じて、体育活動の
場を提供し、体力づくりや技術の向上を目指します。

文化スポーツ課

各種のスポーツ教室に小・中学生約22,000人が年間
を通じて参加し、技術の向上や体力づくりに取り組ん
でいる。
　スポーツ教室：18種目

青尐年の成長期における、スポーツ技術の向上
や健康づくりの場として効果が期待できる。
小平市体育協会が主体となり、ジュニア育成地域
推進事業も行われている。

小平市民体育祭への参加
→再掲84

各種スポーツ大会行事への参加を促進します。

文化スポーツ課

第54回市民体育祭における26競技種目について、
約10,000人の参加が得られた。
　開催日：平成28年9月～平成29年3月
　開催場所：市民総合体育館他

毎年、市民のスポーツ大会に関して各種の競技
会が開催されており、日常における鍛錬の成果を
発揮する機会として、青尐年に対しても心身育成
の場として有効であると考える。

夏休み家族一日図書館員の実施
（再掲）

仕事の一部を体験しながら、図書館の仕組みや役割、利用方法に
ついて学びます。

図書館

開催日：夏…平成28年7月24日
            冬…平成29年1月22日
開催場所：中央図書館及び各地区図書館
対象：市内在住の小・中学生とその家族
参加者：夏…9家族（25人）、冬…6家族（14人）

家族で図書館の仕事を体験してもらう事業。家族
で参加しやすいよう日曜日に設定している。

図書館体験学習の実施
→再掲40

小・中学生を対象に、図書館で行っている仕事を体験し、理解を
深める機会を提供します。

図書館
職場体験学習の受入れを行った。
　中学校：28校93人

図書館での体験を通して、働くことの意味や職業
について考える良い機会となっている。
今後も積極的に受け入れる予定。

夏休み図書館ボランティア体験講座の
実施　→再掲43

小学校高学年から大学生を対象に、図書館の仕事を体験し、その
仕組みや役割を学ぶとともに、小さい子どもたちの手助けをする
機会を開催します。

図書館

対象：高校生
内容：館内案内、分類説明、図書の修理、行事会場
設営、レファレンス体験等
開催日：平成28年8月24日
参加者：6人

平成26年度より「図書館バックヤード体験講座」
に事業名を変更し、平成28年度は、高校生を対
象として実施した。
将来を考えるようになる年齢である高校生に対し
単なる仕事体験ではなく、図書の分類や管理、
選書のほか、行事会場の設営、施設管理やシス
テム管理、レファレンス体験等、職業としての図書
館を意識した内容とした。
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№

36

37

38

39

40

№

41

42

市民相談課

・出前講座「消費者トラブルについて」
　開催日：平成28年4月14日
　参加者：47人
・出前講座「学生に多いトラブル事例」
　開催日：平成28年10月21日
　参加者：13人
・出前講座「買い物で気をつけること・インターネット
のトラブル」
　開催日：平成28年10月28日
　参加者：98人

今後も継続実施し、充実に努める。

職場体験の推進
地域の商店、農家、企業等と協働して、児童・生徒の職場体験を
推進します。

３　自立した生活の向上
（１）キャリア教育の推進

事業 内容
担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

消費者被害の防止事業の実施
→再掲108

悪質商法などから身を守るために、講座の開催等を検討します。

産業振興課 中学校は全校で職場体験を実施した。延べ472の事
業所(うち116が市役所各課及び所管施設)で受入れ
の協力を得た。

職場体験の一層の拡充に向けて、農家や商店等
の情報を関係機関と共有しながら推進を図りた
い。指導課

個に応じた進路指導の充実
生徒の主体的な進路選択能力を高め、一人ひとりの特性に応じた
適切な進路指導を目指すための指導方法について検討します。

指導課(中学校)
キャリア教育担当者研修会で学校へ適切な指導を
行った。

キャリア教育担当者研修会を通して学校へ指導
することができた。

図書館体験学習の実施
（再掲）

小・中学生を対象に、図書館で行っている仕事を体験し、理解を
深める機会を提供します。

図書館
職場体験学習の受入れ。
　中学校：28校93人

図書館での体験を通して、働くことの意味や職業
について考える良い機会となっている。
今後も積極的に受け入れる予定。

青尐年の職業能力開発に関する情報提
供

青尐年が、自ら適切な職業選択や職業能力開発が行えるよう、情
報提供します。

産業振興課
職業能力開発総合大学校や都立職業能力開発セン
ターのパンフレットやチラシを庁舎内で配布した。

継続して実施する。

（２）ボランティア活動の推進
事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

青尐年ボランティア活動の推進
→再掲48,57

小・中学生・高校生が子育てに触れ、乳幼児とのふれあいや交流
をするため、子育て支援のボランティア活動を行うことを支援し
ます。

保育課
小・中学生職場体験：91人
高校生夏休みボランティア：3人

小・中学生の職場体験は学校でのカリキュラムと
して組み込まれ、定着している。ボランティアの受
入れは継続的に行っている。

福祉体験事業の実施 児童・生徒の福祉教育及びボランティア活動を推進します。

指導課
（小・中学校）

総合的な学習の時間等において副読本「ともに生き
るまち小平」を活用し、小平市における福祉事業への
理解を深める授業を実施したり、福祉体験学習を
行ったりしている。

各学校の実態に応じ、指導を行った。
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43

44

№

45

議会事務局

総務課

市民協働・
男女参画推
進課

46

夏休み図書館ボランティア体験講座の
実施（再掲）

小学校高学年から大学生を対象に、図書館の仕事を体験し、その
仕組みや役割を学ぶとともに、小さい子どもたちの手助けをする
機会を開催します。

図書館

対象：高校生
内容：館内案内、分類説明、図書の修理、行事会場
設営、レファレンス体験等
開催日：平成28年8月24日
参加者：6人

平成26年度より「図書館バックヤード体験講座」
に事業名を変更し、平成28年度は、高校生を対
象として実施した。
将来を考えるようになる年齢である高校生に対し
単なる仕事体験ではなく、図書の分類や管理、
選書のほか、行事会場の設営、施設管理やシス
テム管理、レファレンス体験等、職業としての図書
館を意識した内容とした。

ＮＰＯ活動やボランティア活動の推進
青尐年が多様な人とかかわることができるボランティア活動等を
支援するための情報提供をします。

市民協働
・男女参画推進課

市民活動団体データ集「むすぶ」を作成し、各公共
施設に配布した。また、市民活動情報紙「あすぴあ
通信」の発行、市民活動支援センターあすぴあの利
用者懇談会や｢市民活動なんでも相談室」を通して、
情報提供や支援を行ったほか、市民活動支援公募
事業として小学生向けの美術ワークショップやいきも
の観察会等を行う市民活動団体に補助金を交付し
事業を実施した。

今後も市民活動やボランティア活動等を支援する
ための情報提供を幅広く行う中で、青尐年の参
加も促していく。

ホームページ、インターネットを活用
した情報提供（再掲）

各施設で実施されるイベントや講座について、ホームページ等を
通して、迅速で分かりやすい情報を提供することを検討します。
青尐年センターではパソコンの貸出しを行います。

秘書広報課

・平成28年度
　こだいらキッズページアクセス数：27,469件
　スマートフォン版HPアクセス数：139,502件
　年度末ツイッターフォロワー数：2,496人
　小平トピックスダウンロード数：8,737件

・平成24年10月に行った市ホームページの再構
築以降、青尐年向けの各課の事業の啓発を図る
ため、キッズページの積極的な活用を庁内に促
し、情報を最新のものに更新している。
・若年層の利用者に受け入れられやすいツイッ
ターによる事業の啓発を開始した（平成26年
度）。
・平成26年10月よりスマートフォン用アプリ「小平ト
ピックス」を運用開始。平成27年11月からごみ分
別アプリを搭載。平成29年3月からは全国自治体
初の環境家計簿アプリを配信し、より迅速な市政
情報の提供や広報媒体の充実を図った。

（３）青尐年の自発的な活動の紹介
事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

子育て支援課 小平市ホームページで各事業の周知を図った。 継続して実施する。

関
連
部
署

議会の仕組みや役割などについて、小学3年生ぐら
いの子どもにもわかるような簡単な説明を小平市の
キッズページ「こだいらキッズ　ぶるベーのさんぽみ
ち」の中に掲載し、情報提供に努めた。

子どもにとって、議会は普段接する機会が尐な
く、あまりなじみがないかもしれないが、身近な具
体例を挙げることで、理解がしやすいように紹介
できている。今後も、議会に関心を持ってもらい、
議会を学ぶきっかけとなるよう内容の充実に努め
たい。

就職差別解消促進月間、人権週間行事、憲法週間
行事のイベントについて市ホームページに掲載した。

継続して実施する。

市が支援している市民活動団体や市民活動支援セ
ンターあすぴあでのイベント等について、市ホーム
ページで情報提供を行った。

継続して実施する。

小平市民文化祭への参加
→再掲82

市民文化祭への作品の出品や、イベントへの参加を促進します。

文化スポーツ課
小平美術会をはじめ 27団体が参加し、子どもから大
人まで延べ12,301人が来場した。
　開催日：平成28年9月4日～12月4日

子どもは、いけばな、書道、将棋、バレエ、吹奏楽
団や三曲演奏会などに参加している。他の団体
でも子どもが出品・参加できるように働きかけてい
きたい。
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№

47

48

49

50

51

52

№

53

Ⅱ　安全・安心でいきいきとしたくらしをめざして　…「くらし」の視点から

１　地域社会との交流
（１）地域における異世代交流の推進

事業 内容

保育課
小・中学生職場体験：91人
高校生夏休みボランティア：3人

小・中学生の職場体験は学校でのカリキュラムと
して組み込まれ、定着している。ボランティアの受
入れは継続的に行っている。

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

乳幼児と青尐年のふれあい体験事業の
実施

次代の親である中学生・高校生が乳幼児やその保護者とふれあ
い、交流できるイベントを実施します。

子育て支援課

児童館にて実施。乳幼児との接し方や遊び方、気を
つけることを学んだ後に、乳幼児やその保護者と交
流した。
　参加者延べ人数：中学生6人、高校生1人

乳幼児とふれあうだけでなく、妊娠中や出産、子
育ての話を母親から聞くことによって、充実した内
容となった。

青尐年ボランティア活動の推進
（再掲）

小・中学生・高校生が子育てに触れ、乳幼児とのふれあいや交流
をするため、子育て支援のボランティア活動を行うことを支援し
ます。

地域学習支援課

開催日：平成29年2月19日
開催場所：ルネこだいら大ホール
参加：20校21チーム909人
　　　　(小学校17校（六小が2チーム）、大学3校)
来場者：827人

地域に定着した「小平よさこい」の発表の場とし
て、幅広い世代の交流が図られている。また、大
学生が企画運営に参加し、若者の地域への参
加・貢献の場となっている。

高齢者交流室の運営
介護予防を目的に、生きがい活動や世代間の交流等を地域住民の
参加を得ながら行います。

高齢者支援課

小平第二小学校に開設した高齢者交流室を利用し
て世代間交流を行った。
　開設日数：241日
　利用者延べ人数：3,120人
　児童の利用者延べ人数：1,174人

平成28年度から専門職員を配置したことにより、
高齢者の介護予防活動や趣味活動が充実し、ま
た学校側との連携が積極的に取れたことで、世代
間交流の機会が多くなった。特に中休みを利用
して行われる昔遊びや放課後の二子二子（にこ
にこ）児童合唱との交流により、高齢者・児童の利
用者増につながった。
引き続き、小平第二小学校との連携により、高齢
者との交流活動を実施する。

よさこいスクールダンスフェスティバ
ルの開催（再掲）

小学生を中心に、幼稚園児から大学生までを対象にしたダンス
フェスティバルを開催します。大学生などが企画運営に参加する
ことで、地域に若い力の活躍の場を提供しています。

放課後子ども教室推進事業の拡充
→再掲135,147

地域の人々の協力により、放課後子ども教室推進事業の拡充に努
めます。

地域学習支援課

・小学校　19校
  教室実施回数：3,666回
  参加者延べ人数：91,119人
・中学校　5校
  教室実施回数：401回
  参加者延べ人数：7,053人

地域の方々の参画を得て、放課後等の学びや体
験の場が提供されており、地域住民との交流の
場ともなっている。
中学校では、学習活動に特化した教室を実施し
ている。

小・中学校と公民館との連携
小・中学生と公民館利用サークルの人との世代間交流を支援しま
す。

公民館

公民館まつり等で、吹奏楽、演劇、よさこい、ダンスな
どの舞台発表及び、絵画や書道など作品展示の参
加協力があった。また、公民館サークルの作品を学
校展覧会等へ出品する等の協力を行った。

近隣の小・中学校と連携して、公民館まつり等
で、作品の展示や演劇、演奏、ダンスなどの発表
の場を提供した。今後も公民館事業への参加協
力を積極的に呼びかけ、子どもたちの学習発表
の場としても活かせるよう努める。

（２）コミュニケーション能力の育成

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

「あいさつ運動」の啓発
心の東京革命等で取り組んでいるあいさつ運動と連携し、誰とで
もあいさつのできるまちづくりを目指し、啓発を行います。

地域学習支援課
青尐年対策地区委員会に心の東京革命の取組等の
周知・啓発を行った。

青尐年対策地区委員会代表者協議会等で東京
都発行の啓発紙を配付し、周知・啓発を行ってお
り、各青尐年対策地区委員会において、独自の
取組が図られている。
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54

№

55

56

57

58

59

60

携帯電話やインターネットの使い方講
座の開催　→再掲121

企業と協力して、携帯電話やインターネットの使い方、使わせ方
についての講座を検討します。

地域学習支援課
指導課

（小・中学校）

学校単位で講習を実施している。
・インターネットに関する講習等
  実施校数：小学校10校、中学校8校
・携帯電話（スマートフォン含む）に関する講習等
  実施校数：小学校14校、中学校8校

継続して実施する。平成27年度より、中学校全校
において情報モラル研修として、生徒向け授業
支援、保護者講習会、教職員研修を実施してい
る。

（３）青尐年の社会参加・社会参画を促進

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

市民まつりで子どもが集まることがで
きるちびっ子広場の運営　→再掲80

市民まつりの日に、子どもたちが楽しく遊べるよう体験型行事や
実演、模擬店などを行います。

市民協働
・男女参画推進課

手作りおもちゃや昔ながらの遊び、バルーンアートな
どで交流を図り、模擬店も出店した。
　協力団体数：4団体

継続して実施する。

市民まつりに「子どもみこし」の参加
の促進　→再掲61,81,87

市内の子ども会、福祉団体、保育園、幼稚園等が手づくりのみこ
しを担いで市民まつりに参加することを促進します。

市民協働
・男女参画推進課

11団体、子ども420人、大人267人が参加した。
当日初めてみこしを担ぐ子どもが多く、参加団体ごと
に、独自のみこしや花車を持参して担いだ。みこし作
成段階から、子ども同士や親同士の交流を図ること
ができた。

継続して実施する。

青尐年ボランティア活動の推進
（再掲）

小・中学生・高校生が子育てに触れ、乳幼児とのふれあいや交流
をするため、子育て支援のボランティア活動を行うことを支援し
ます。

保育課
小・中学生職場体験：91人
高校生夏休みボランティア：3人

小・中学生の職場体験は学校でのカリキュラムと
して組み込まれ、定着している。ボランティアの受
入れは継続的に行っている。

青尐年リーダー養成講座受講者による
地域貢献

青尐年リーダー養成講座受講者である中・高校生が講座で学んだ
ことを活かして、青尐年対策地区委員会の行事などに参画しま
す。

地域学習支援課
青尐年対策地区委員会(3団体)の行事に、延べ10人
のシニア受講生（中・高校生）及び青尐年リーダー
（リーダー養成講座修了者）が参画した。

受講生等を受け入れた団体からは「とても頼りに
なった」「参加者と年齢も近い方に手伝いをしても
らって心強かった」など、高い評価を受けている。

公民館まつりに小・中学生の参加の促
進

公民館の近隣の小・中学校と連携して、まつりでの発表の場を提
供するとともに、様々な世代の交流を図ります。

公民館

公民館まつりへの参加協力（一小～八小・十小・十二
小～十五小・学園東小・上宿小・花小金井小・一中
～六中・上水中・白梅学園清修中・小平特別支援学
校）があり、吹奏楽、よさこい、ダンスなど舞台発表
や、絵画や書道など作品展示を行った。

近隣の小・中学校と連携して、公民館まつりで、
作品の展示や演奏やダンスの発表の場を提供し
た。今後も公民館事業への参加協力を積極的に
呼びかけ、子どもたちの学習発表の場としても活
かせるよう努める。

生徒会役員選挙協力事業の実施
生徒会役員の選挙を通じ、正しい選挙の在り方を体験してもらう
ため、実際の公職選挙に使用される選挙道具や資料を貸し出すこ
とを検討します。

選挙管理委員会
事務局

一中、二中、六中、上水中、花小金井南中学校の生
徒会選挙実施のため、投票箱を貸し出した。また立
会演説会終了後に選挙ワンポイント講座を開催し、
選挙のエピソードや投票の重要性についての講演を
行った。
また「選挙」を体験することで、選挙に対する意識を
高め、将来の投票行動につなげることを目的として、
九小・十二小・十五小で本物の選挙のように、選挙公
報を配付し、演説を行った後、候補者に投票する模
擬投票授業を行った。
更に嘉悦大学の学生の協力を得て、小平高校で1年
生約300人を対象に模擬投票授業を行った。

将来有権者となる小・中学生の選挙への関心が、
一層高まった。選挙権を有する年齢になった時、
主権者としての自覚を持って、進んで投票に参
加することにつながると思われる。
高校生の模擬投票授業に関しては、今回の模擬
投票の演説者は比較的生徒と年齢が近いことも
あり、生徒の関心も高かったように感じられた。対
象となる生徒はあと２年という短い期間で有権者
となるため、投票行為に結びついていくかと思わ
れる。
今後も継続的に高校生に対する模擬投票を行っ
ていく必要性は高いと思われる。
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№

61

62

63

№

64

65

66

（４）団体の指導者や各種リーダーの養成と支援

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

市民まつりに「子どもみこし」の参加
の促進（再掲）

市内の子ども会、福祉団体、保育園、幼稚園等が手づくりのみこ
しを担いで市民まつりに参加することを促進します。

市民協働
・男女参画推進課

11団体、子ども420人、大人267人が参加した。
当日初めてみこしを担ぐ子どもが多く、参加団体ごと
に、独自のみこしや花車を持参して担いだ。みこし作
成段階から、子ども同士や親同士の交流を図ること
ができた。

継続して実施する。

青尐年リーダー養成講座の開催
青尐年団体の自主的活動の中心となるリーダーの養成を行い、地
域の諸団体のリーダーとして活躍できる素養を身につける講座を
開設します。

地域学習支援課

年間14講座
・ジュニアリーダー養成講座：40人
　　（小学5年、6年）
・シニアリーダー養成講座：57人
    （中学1年～高校3年）

講座修了者の有志が、青尐年リーダーとして、講
座や、市が実施する青尐年関連事業に参画し、
活動している。

子ども会指導者養成事業の実施
→再掲144

子ども会活動の育成・助成・指導者の養成を支援します。

地域学習支援課

・小平市子ども会育成者連絡協議会に対する補助金
の交付　450,000円
・レクリエーション講習会
　開催日：平成28年6月9日
　参加者：40人
　講師：子ども会育成者連絡協議会役員
・講演会：自分が好きですか？
　　　　　　～自分に自信の持てる子に育てるには～
　開催日：平成28年7月14日
　参加者：68人
　講師：住田　佳子氏
　　　　　（こころの東京革命チーフアドバイザー）

補助金交付、レクリエーション講習会（レクリエー
ションゲームやポップコーン製造機の使い方講
習）等を通して、子ども会役員等の研修・交流を
支援した。
講演会は、子ども会関係者だけではなく、子ども
や子育てに関心のある方が広く参加できるよう、
公開で開催した。

（５）親同士の交流と家庭教育への支援

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

子ども家庭支援センターの運営
→再掲72,90

児童虐待、子どもと家庭に関するあらゆる相談、子育て中の親子
の交流・子育て情報の提供などを行い、子どもと家庭に関する支
援ネットワークを構築し、子育てを総合的に支援します。

子育て支援課

子育て交流広場の運営や講座の開催及び子どもと
家庭に関する総合相談にあたった。
　交流広場：10,384人
　活動件数：21,319件

相談対応の充実に努めた。

子育てふれあい広場事業の実施
→再掲70,99

市立保育園、地域センター等で、乳幼児を子育て中の保護者を対
象にした相談事業・交流事業を実施します。

子育て支援課

市立保育園9園、地域センター7か所、児童館3館、さ
わやか館で実施した。
　交流広場：11,574人
　相談件数：1,368件

地域における身近な相談、交流の場として活用さ
れている。
※平成25年7月より、小川町一丁目児童館に開
設

子どもつどいの広場事業の実施
→再掲71

乳幼児とその保護者が気軽に集える場と、乳幼児から中学生まで
の子どもの遊び場を提供する事業を実施します。

子育て支援課

小川東町地域センター、中島地域センター、大沼地
域センター、天神地域センター、上水本町地域セン
ター、さわやか館の6か所で実施した。
　利用者数：77,613人
　相談件数：513件

地域における身近な相談、交流の場として活用さ
れている。
※平成22年度より広場名を「子ども広場」に変
更。
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67

№

68

69

70

71

72

73

74

「学校を休みがちな子のこれからにつ
いて考える親の会」の開催
→再掲102

問題行動などを抱える子どもを持つ保護者が集い、孤立しがちな
親同士をつなぎ、意見交換をする場を設定します。

地域学習支援課
開催数：計3回(平成28年6月、9月、平成29年1月）
参加者延べ人数：33人

小平地域教育サポート・ネット事業の一環として、
市報で周知して参加者を募集し、不登校の子ど
もの保護者などの交流の場となった。

（６）子育て支援の充実

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

子育て支援協議会の運営
→再掲93,109,138

子育て支援事業に関する検討を行うため、協議会を開催し、その
運営に当たります。

子育て支援課

子育て支援協議会は、小平市子ども・子育て審議会
設置に伴い廃止。
子ども・子育て支援法の施行に伴い、小平市子ども・
子育て審議会条例を制定し、市長の附属機関として
小平市子ども・子育て審議会を設置した。
年４回開催し、子ども・子育て支援に関する施策や推
進状況などについて、審議を行った。

継続して、子ども・子育て支援に関する施策や実
施状況などを調査審議する。

子育ての知恵袋事業の実施
→再掲98

子育て経験者などの熱意のある公募市民や民生委員が、子育てに
関する身近な悩み事等の相談に応じます。

子育て支援課 ― ※平成22年度をもって事業廃止

子育てふれあい広場事業の実施
（再掲）

市立保育園、地域センター等で、乳幼児を子育て中の保護者を対
象にした相談事業・交流事業を実施します。

子育て支援課

市立保育園9園、地域センター7か所、児童館3館、さ
わやか館で実施した。
　交流広場：11,574人
　相談件数：1,368件

地域における身近な相談、交流の場として活用さ
れている。
※平成25年7月より、小川町一丁目児童館に開
設

子どもつどいの広場事業の実施
（再掲）

乳幼児とその保護者が気軽に集える場と、乳幼児から中学生まで
の子どもの遊び場を提供する事業を実施します。

子育て支援課

小川東町地域センター、中島地域センター、大沼地
域センター、天神地域センター、上水本町地域セン
ター、さわやか館の6か所で実施した。
　利用者数：77,613人
　相談件数：513件

地域における身近な相談、交流の場として活用さ
れている。
※平成22年度より広場名を「子ども広場」に変
更。

子ども家庭支援センターの運営
（再掲）

児童虐待、子どもと家庭に関するあらゆる相談、子育て中の親子
の交流・子育て情報の提供などを行い、子どもと家庭に関する支
援ネットワークを構築し、子育てを総合的に支援します。

子育て支援課

子育て交流広場の運営や講座の開催及び子どもと
家庭に関する総合相談にあたった。
　交流広場：10,384人
　活動件数：21,319件

相談対応の充実に努めた。

ファミリー・サポート・センター事業
の実施

仕事と子育ての両立や地域の子育て機能の強化のためにファミ
リー・サポート・センターをさらに充実させます。

子育て支援課

会員登録数（累計）：3,311人
利用会員：2,866人
提供会員：403人
両方会員：42人
利用件数：6,215件

平成27年度より会員数は213人増加し、利用件数
は1,524件増加した。保護者の在宅での預かり及
び学童クラブ登所前の預かり・送りの利用件数が
増加した。

学童クラブ事業の実施
放課後帰宅しても保護者の就労等により適切な監護が受けられな
い小学校低学年児童等のために、余暇活動や生活指導を行い、児
童の事故の防止と心身の健全育成を図ります。

子育て支援課

学童クラブ30か所で実施
年間延べ登録児童数：399,637人
年間延べ出席人数：226,118人
年間開設日数：293日

仕事を持つ親にとって、安心して預けられる場と
して機能している。
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75

76

77

78

№

79

子育て・女性相談事業の実施
→再掲100

子育てに関する悩み、家庭の問題、配偶者からの暴力などの相談
に応じています。

子育て支援課

子育て・女性相談室の開設
　子育て相談…相談件数：458件
　女性相談…相談件数：916件市民協働

・男女参画推進課

子育て・女性相談室の周知・案内のため、福祉会
館・健康センターの入口に案内板を新設し、横断
幕を新調した。
相談に対しては傾聴に徹するが、必要に応じ、関
係機関等との連携を図り、不安解消に努めた。

相談対応の充実に努めた。

各種健康診査・教室・相談・予防接
種・準夜応急診療・休日応急診療・休
日歯科診療の実施

青尐年の健やかな成長や発達を目指し、育児支援機能の充実や関
連機関との連携を図ります。

健康推進課

乳幼児健康診査：14,576人
妊婦健康診査：16,825人
妊産婦訪問指導：1,678人
新生児訪問指導：1,615人
未熟児訪問指導：21人
ハローベビークラス：876人
親子教室：6,747人
乳幼児心理発達相談：1,334人
産婦相談：565人
個別相談：10,676人
家庭訪問：681人
予防接種：延べ　38,298人
準夜応急診療小児科：3,955人
休日応急診療小児科：3,606人
休日歯科診療：39人

平成22年10月より休日応急診療事業（小児科・
内科）を輪番制から健康センター内の応急診療
所での固定制とした。
なお、平成25年度よりマタニティクラスから　ハ
ローベビークラスに名称を変更した。

ホッとHOTこだいらファミリーデイ事
業の実施

親子家族の結びつきを深めるため、家族のふれあいの機会の提供
と啓発を行います。

地域学習支援課
参加事業(青尐対まつり等)：93件
土曜サービスデイ参加店：9店舗

市報、市ホームページ、教育委員会だより、案内
チラシで、情報提供と啓発を図った。

「家庭教育学級」の開催
乳幼児・児童・生徒を持つ親を対象に子どもの成長、発達につい
て学習する機会を設けます。また、学級終了後のサークル等の学
習のために、保育付のサークルを支援します。

公民館
中央及び分館で14コース実施。
　受講者：301人
　保育：乳幼児94 人

家庭教育講座は、中央及び分館で14コース実施
した。全て子育てを支援する内容で、子育ての不
安の解消や、ベビーマッサージ等、仲間づくりの
機会を提供する幅広いテーマで取り組んだ。
当講座は、保育付きで実施し、若い母親が受講
しやすい環境を整備している。引き続き、親子や
父親を対象とした講座を実施するなど、今後も
様々な観点で企画していく。
※平成22年度より名称を「家庭教育学級」から
「家庭教育講座」に変更。

２　文化の継承と創造
（１）伝統的な文化の実践と継承

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

郷土学習機会の充実
小平ふるさと村で、手打ちうどん作りや竹細工、鈴木ばやしなど
の郷土に伝わる文化や芸能について学習する機会を充実させま
す。

文化スポーツ課

・子ども郷土学習(竹細工等)
  開催数：1回　　参加者延べ人数：21人
・親子郷土学習(柏もち作り等)
  開催数：2回　　参加者延べ人数：19組46人
・紙芝居の実施
  開催数：11回　参加者延べ人数：305人

郷土学習や紙芝居など、伝統文化や芸能に触れ
る事業を継続して実施する。
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80

81

82

83

84

№

85

86

（２）新しい行事に対する取組の支援

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

市民まつりで子どもが集まることがで
きるちびっ子広場の運営（再掲）

市民まつりの日に、子どもたちが楽しく遊べるよう体験型行事や
実演、模擬店などを行います。

市民協働
・男女参画推進課

手作りおもちゃや昔ながらの遊び、バルーンアートな
どで交流を図り、模擬店も出店した。
　協力団体数：4団体

継続して実施する。

市民まつりに「子どもみこし」の参加
の促進（再掲）

市内の子ども会、福祉団体、保育園、幼稚園等が手づくりのみこ
しを担いで市民まつりに参加することを促進します。

市民協働
・男女参画推進課

11団体、子ども420人、大人267人が参加した。
当日初めてみこしを担ぐ子どもが多く、参加団体ごと
に、独自のみこしや花車を持参して担いだ。みこし作
成段階から、子ども同士や親同士の交流を図ること
ができた。

継続して実施する。

小平市民文化祭への参加
（再掲）

市民文化祭への作品の出品や、イベントへの参加を促進します。

文化スポーツ課
小平美術会をはじめ 27団体が参加し、子どもから大
人まで延べ12,301人が来場した。
　開催日：平成28年9月4日～12月4日

子どもは、いけばな、書道、将棋、バレエ、吹奏楽
団や三曲演奏会などに参加している。他の団体
でも子どもが出品・参加できるように働きかけてい
きたい。

よさこいスクールダンスフェスティバ
ルの開催（再掲）

小学生を中心に、幼稚園児から大学生までを対象にしたダンス
フェスティバルを開催します。大学生などが企画運営に参加する
ことで、地域に若い力の活躍の場を提供しています。

地域学習支援課

開催日：平成29年2月19日
開催場所：ルネこだいら大ホール
参加：20校21チーム909人
　　　　(小学校17校（六小が2チーム）、大学3校)
来場者：827人

地域に定着した「小平よさこい」の発表の場とし
て、幅広い世代の交流が図られている。また、大
学生が企画運営に参加し、若者の地域への参
加・貢献の場となっている。

小平市民体育祭への参加
（再掲）

各種スポーツ大会行事への参加を促進します。

文化スポーツ課

第54回市民体育祭における26競技種目について、
約10,000人の参加が得られた。
　開催日：平成28年9月～平成29年3月
　開催場所：市民総合体育館他

毎年、市民のスポーツ大会に関して各種の競技
会が開催されており、日常における鍛錬の成果を
発揮する機会として、青尐年に対しても心身育成
の場として有効であると考える。

（３）国際交流・姉妹都市交流

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

国際こどもクラブの支援
小学生（4～6年生）を対象に、英会話やいろいろな国の話をして
もらう異文化理解講座を開催します。

文化スポーツ課

国際こどもクラブにて平成28年度に紹介した国の数
は、9カ国であった。子どもたちが多様な文化を知るこ
とができ、多くの国の方と直接会い、外国に興味を持
つことに保護者の関心が高いことがわかった。しか
し、高学年の応募が年々減尐傾向にあることから、対
象年齢を（4年生～6年生から2年生～4年生に）引き
下げた。異文化講師には、留学生だけでなく、ＫＩFA
日本語教室に通っている日本在住の外国の方にも
務めてもらった。

前期のみの開催となったものの、子どもや保護者
からの関心が高いため、継続して実施する。

姉妹都市小平町との尐年尐女交歓交流
事業の実施

姉妹都市小平町の尐年尐女との宿泊研修等を通して、両市町の理
解を深めるとともに、参加者の見聞を広め、郷土の発展に寄与で
きる人間形成を目指します。

地域学習支援課

小平町参加者が小平市を訪問して交流。
市長表敬訪問、ブルーベリー摘み体験、多摩六都科
学館見学、平櫛田中彫刻美術館見学、東京ディズ
ニーランドでのグループ活動等を実施した。
　日程：平成28年8月1日～8月4日 （3泊4日）
　小平市参加者：17人
　小平町参加者：20人

宿泊研修等の共同活動を通して、両市町の子ど
もたちの親睦・交流が図られるとともに、お互いの
市町への理解を深め、見聞を広めることができて
いる。
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87

88

89

№

90

91

92

（４）コミュニティ意識の形成

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

地元美術館等の見学
平櫛田中彫刻美術館や小平ふるさと村等の地元の施設の見学を支
援します。

小平ふるさと村において、市内公私立小学校の3年
生の社会科見学の受入れを行い、建物等の説明を
行った。
　受入れ：20件
　入場者：1,746人

市内の小学校で社会科見学に来ていない学校も
あるので、全ての小学校に来てもらえるようにＰＲ
していきたい。

観覧料を免除する期間を年3回設けている。
（こどもの日周辺：4/23～5/5、夏休み期間：7/20
～8/31、東京都教育の日・文化の日周辺：10/22
～11/6。※日付は平成28年度実績）
今後も継続して実施する。

平成18年度から平櫛田中彫刻美術館において期間
中、小・中学生は無料観覧できる「わくわく体験美術
館ウィーク」を設けている。
　入館者：283人

文化スポーツ課

市民まつりに「子どもみこし」の参加
の促進（再掲）

市内の子ども会、福祉団体、保育園、幼稚園等が手づくりのみこ
しを担いで市民まつりに参加することを促進します。

市民協働
・男女参画推進課

11団体、子ども420人、大人267人が参加した。
当日初めてみこしを担ぐ子どもが多く、参加団体ごと
に、独自のみこしや花車を持参して担いだ。みこし作
成段階から、子ども同士や親同士の交流を図ること
ができた。

継続して実施する。

青尐年対策地区委員会活動の支援
→再掲146

地域の特長を生かした、活発で継続性のある活動を推進するため
の事業を支援します。

地域学習支援課
・補助金の交付：4,011,000円
・行事開催用備品の貸出

地区ごとに、地域に根差した青尐年健全育成の
ための活動が展開されており、継続して支援して
いく。

３　相談機能の充実
（１）相談体制の充実

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

子ども家庭支援センターの運営
（再掲）

児童虐待、子どもと家庭に関するあらゆる相談、子育て中の親子
の交流・子育て情報の提供などを行い、子どもと家庭に関する支
援ネットワークを構築し、子育てを総合的に支援します。

子育て支援課

子育て交流広場の運営や講座の開催及び子どもと
家庭に関する総合相談にあたった。
　交流広場：10,384人
　活動件数：21,319件

相談対応の充実に努めた。

小・中学校へのカウンセラー等の派遣
児童・生徒の実態に応じて適切に心のケアを行うことのできるス
クールカウンセラーを各校に派遣し、相談を実施します。

指導課
東京都より各小・中学校に１人ずつ、年38回配置され
た。

学校内のカウンセリングや心の居場所としての評
価が高い。教育相談室と連携を図ることができ
た。

教育相談室の設置
幼児、児童・生徒の学習や不登校、集団になじめないなど、子ど
もの心配な行動についての相談業務を実施します。

指導課
臨床心理士等の相談員による相談活動を行った。
　面談相談：354件
　電話相談：511件

継続して実施する。
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（２）専門機関の連携強化

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

子育て支援協議会の運営
（再掲）

子育て支援事業に関する検討を行うため、協議会を開催し、その
運営に当たります。

子育て支援課

子育て支援協議会は、小平市子ども・子育て審議会
設置に伴い廃止。
子ども・子育て支援法の施行に伴い、小平市子ども・
子育て審議会条例を制定し、市長の附属機関として
小平市子ども・子育て審議会を設置した。
年４回開催し、子ども・子育て支援に関する施策や推
進状況などについて、審議を行った。

継続して、子ども・子育て支援に関する施策や実
施状況などを調査審議する。

要保護児童対策地域協議会の運営
→再掲110,139

被虐待、非行など保護が必要な児童(要保護児童)を支援するため
関係機関の連携・協力を強化します。

子育て支援課
要保護児童対策地域協議会代表者会議を1回、実
務者部会を3回開催した。

実務者部会においては、研修を1回、事例検討を
1回実施し、児童虐待への意識・対応力の向上を
図った。関係機関同士の連携・協力関係を強化
できた。

青尐年センター相談室の充実
ロビーワークとして対応し、複雑な内容については、子ども家庭
支援センターや教育相談室など専門機関と連携していきます。

子育て支援課

旧青尐年センタースペースの改修工事を実施し、中
学1年生年齢から19歳までの方を対象として、人間関
係や進路等、生活上困っていることについて相談で
きる「ティーンズ相談室」を平成29年3月1日に開設し
た。
　相談件数：38件

改修工事を実施し、相談しやすい環境を整備し
た。
専任の相談員を2人配置した。

ひきこもりサポートネットの情報提供
東京都が実施しているひきこもりサポートネット事業の情報提供
を行います。

子育て支援課
リーフレットの配布及びホームページに｢ひきこもりの
若者への訪問相談｣を掲載し、情報提供を行った。

継続して実施する。

スクールカウンセラー等の拡充
市立小学校には全校配置をしたが、引き続き日数等の拡充につい
て検討していきます。

指導課
東京都より各小・中学校に１人ずつ、年38回配置され
た。

平成25年度より、市立小・中学校全校に配置され
たため、日数の拡充について都へ要望していく。

（３）悩みを持つ親や青尐年への支援

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

子育て・女性相談事業の実施
（再掲）

子育てに関する悩み、家庭の問題、配偶者からの暴力などの相談
に応じています。

子育て支援課 相談対応の充実に努めた。

子育ての知恵袋事業の実施
（再掲）

子育て経験者などの熱意のある公募市民や民生委員が、子育てに
関する身近な悩み事等の相談に応じます。

子育て支援課 ― ※平成22年度をもって事業廃止

子育てふれあい広場事業の実施
（再掲）

市立保育園、地域センター等で、乳幼児を子育て中の保護者を対
象にした相談事業・交流事業を実施します。

子育て支援課

市立保育園9園、地域センター7か所、児童館3館、さ
わやか館で実施した。
　交流広場：11,574人
　相談件数：1,368件

地域における身近な相談、交流の場として活用さ
れている。
※平成25年7月より、小川町一丁目児童館に開
設

子育て・女性相談室の開設
　子育て相談…相談件数：458件
　女性相談…相談件数：916件市民協働

・男女参画推進課

子育て・女性相談室の周知・案内のため、福祉会
館・健康センターの入口に案内板を新設し、横断
幕を新調した。
相談に対しては傾聴に徹するが、必要に応じ、関
係機関等との連携を図り、不安解消に努めた。
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103
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105
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親と子のメンタル相談事業の充実
小・中学校への出張教育を、必要に応じて行い、心とからだの健
康づくりの推進に努めます。

健康推進課

平成27年度より健康教室事業にて、中学校へ出張
健康教室を行い、いのちの大切さについての健康教
育を実施
　実施回数：2回

平成27年度より親と子のメンタル相談事業同等の
出張教育を健康教室事業により実施する。保健
師等が講師となり、小・中学校の依頼内容に応じ
て実施していく。

「学校を休みがちな子のこれからにつ
いて考える親の会」の開催（再掲）

問題行動などを抱える子どもを持つ保護者が集い、孤立しがちな
親同士をつなぎ、意見交換をする場を設定します。

地域学習支援課
開催数：計3回(平成28年6月、9月、平成29年1月）
参加者延べ人数：33人

小平地域教育サポート・ネット事業の一環として、
市報で周知して参加者を募集し、不登校の子ど
もの保護者などの交流の場となった。

４　安全の確保
（１）地域パトロールの推進

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

遊び場等の安全管理の徹底
青尐年が遊びを楽しむ場所についての安全管理について、市役所
内の連携を高め、徹底に努めます。

青尐年対策地区委員会、ＰＴＡ等によ
る活動　→再掲118

小学生の登・下校時の安全確保や防犯パトロールを実施します。

地域学習支援課
各学校区において、青尐年対策地区委員会やＰＴＡ
等による通学路の見守りなどの活動が行われた。

会議等での情報提供など、青尐年対策地区委員
会やＰＴＡの活動に対し、支援を継続していく。

自主防犯組織育成事業の実施
防犯パトロールや防犯に関する活動を行う自主防犯組織の育成を
行います。

地域安全課

・自主防犯組織補助金交付組織：計21組織
・腕章貸出自主防犯組織：計66組織
　（補助金交付組織除外）
・地域防犯講座　開催回数：１回

既存の自主防犯組織に自主防犯の意識を持っ
てもらうよう防犯講座や出前講座を通じて働きか
け、自主防犯組織の設立、育成を推進していく。

市役所内防犯情報の連絡体制の充実
子どもが犯罪の被害者にならないよう、不審者情報等市に提供の
あった情報について、小・中学校等関係機関への迅速かつ適切な
連絡体制を充実します。

指導課
不審者・防犯情報を受け取り次第、情報を警察に
確認し、速やかに関係各課への連絡をするよう努
める。

地域安全課

「防犯情報を受け取り次第、情報を警察に確認
し、他課への連絡の必要があれば、連絡をす
る。」この一連の工程にかかる時間を短縮するよう
に努める。

緊急性が高いと判断された情報（警察が配備中等）
無し。

「こども110番のいえ」の拡充 地域での安全確保や防犯意識の向上に努めています。

地域安全課
協力者件数：1,797件
対象：青尐年対策地区委員会、PTA等、理容組合、
郵便局等

継続して実施する。

水と緑と公園課

視認性確保のため、樹木の剪定を行った。
　剪定実施件数：135件
破損及び劣化した遊具等の修繕を行った。
　修繕件数：162件

良好な景観を確保するとともに、安全性の高い公
園の確保が図られた。

地域学習支援課

小学校(19校)の校庭を、放課後、市内在住の小学
生、中学生及び保護者の付き添いのある幼児を対象
に、「遊び場」として開放するに当たり、各校に監視員
を配置した。

監視員の配置により、子ども達が安心して遊べる
環境の確保が図られた。
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108

109

110

111

112

113

114

（２）非行・犯罪・薬物乱用・児童虐待等の防止に対する啓発活動の推進

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

消費者被害の防止事業の実施
（再掲）

悪質商法などから身を守るために、講座の開催等を検討します。

市民相談課

・出前講座「消費者トラブルについて」
　開催日：平成28年4月14日
　参加者：47人
・出前講座「学生に多いトラブル事例」
　開催日：平成28年10月21日
　参加者：13人
・出前講座「買い物で気をつけること・インターネット
のトラブル」
　開催日：平成28年10月28日
　参加者：98人

今後も継続実施し、充実に努める。

子育て支援協議会の運営
（再掲）

子育て支援事業に関する検討を行うため、協議会を開催し、その
運営に当たります。

子育て支援課

子育て支援協議会は、小平市子ども・子育て審議会
設置に伴い廃止。
子ども・子育て支援法の施行に伴い、小平市子ども・
子育て審議会条例を制定し、市長の附属機関として
小平市子ども・子育て審議会を設置した。
年４回開催し、子ども・子育て支援に関する施策や推
進状況などについて、審議を行った。

継続して、子ども・子育て支援に関する施策や実
施状況などを調査審議する。

要保護児童対策地域協議会の運営
（再掲）

被虐待、非行など保護が必要な児童(要保護児童)を支援するため
関係機関の連携・協力を強化します。

子育て支援課
要保護児童対策地域協議会代表者会議を1回、実
務者部会を3回開催した。

実務者部会においては、研修を1回、事例検討を
1回実施し、児童虐待への意識・対応力の向上を
図った。関係機関同士の連携・協力関係を強化
できた。

青尐年健全育成講演会の開催 犯罪、非行防止など、健全育成のための講演会を開催します。

地域学習支援課

内容：「子どもの自己肯定感を高めるためのかかわり
方」
講師：大熊　雅士　氏
（カウンセリング研修センター学舎「ブレイブ」室長）
  参加者：71人（保育：5人）

青尐年対策地区委員会指導者研修としても位置
づけることにより、効果的な実施に努めた。

非行防止に関する広報啓発
「青尐年の非行問題に取り組む全国強調月間」の啓発を行いま
す。

地域学習支援課
子育て支援課

ポスターの掲示、市報等により啓発を行った。 継続して実施する。

青尐年薬物乱用防止対策事業の推進 薬物乱用防止ポスター、講演会等による啓発活動を実施します。

健康推進課

薬物乱用防止キャンペーンの実施
実施日：平成28年7月4日（鷹の台駅）、7月5日（花小
金井駅）、11月13日（健康フェスティバル会場）
平成29年1月9日（成人式会場）
ポスター・標語の募集（対象：中学生）
　応募数：ポスター169点、標語506点

関係機関の協力を得て、多くの市民に周知する
ことができた。

社会を明るくする運動の推進
犯罪や非行のない明るい社会を築く全国的な運動として、駅前広
報活動やキャンペーン、中学生による作文集の発行などを通し、
推進に努めます。

生活支援課

市内3駅での駅頭広報宣伝活動。
市内学校等40施設へ訪問。（小学校21校、中学校11
校、高校6校、児童養護施設2施設）
作文集735冊発行。
市民まつりパレードに79人参加。

各機関の協力で運動の推進に努めた。
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116

№

117

118

№

119

121

120

犯罪・薬物乱用防止教育の実施
学級活動で非行・犯罪防止の指導を、また、薬剤師による薬物乱
用防止などの教育指導を行います。

指導課
（小・中学校）

小・中学校全校において教育課程にセーフティ教室
を位置づけ、児童・生徒の健全育成を推進した。ま
た、小学校では「体育（保健領域）」等、中学校では
「保健体育」等の授業で指導を行った。さらに、警視
庁、民間団体等の関係機関と連携を図り、事業を進
めた。

薬物乱用防止教室等、発達段階に応じた指導を
継続する。
今後も関係機関との連携・協力を進める。

「子どもの権利条約」普及推進事業の
推進

子どもの権利条約の普及推進を図り、子どもが心身ともに成長で
きる社会環境の向上を目指します。

地域学習支援課

・出前講座「クイズで発見！子どもの権利」
　八小の青尐対まつり、友・遊こどもまつりで実施
　参加者：214人（啓発品配布個数）
・ＤＶＤ「もがれた翼」上映会
　開催日：平成28年4月26日
　開催場所：中央公民館
　参加者：1２人（企画委員含む）
・講演と懇談「地域で子どもを支えるには」
　開催日：平成28年12月17日
　開催場所：中央公民館
　講師：竹村　雅裕氏（二葉むさしが丘学園）
　参加者：１９人（企画委員含む）

公募による企画委員(4人)の企画・運営で、子ども
にとってよりよい環境づくりを考える契機を提供す
るものとして、啓発事業を実施した。

（３）交通安全

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

交通安全教室の開催
各学校で、安全意識の向上を目的として、警察署に依頼し、交通
安全教室を実施します。

指導課
（小・中学校）

各学校において、交通安全指導を計画的に位置づ
け、警察等の協力を得ながら発達段階に合わせた安
全教育を実践した。

関係機関の協力を得ながら、今後も計画的に継
続して実施する。

青尐年対策地区委員会、ＰＴＡ等によ
る活動（再掲）

小学生の登・下校時の安全確保や交通安全教室を実施します。

地域学習支援課
各学校区において、青尐年対策地区委員会やＰＴＡ
等による通学路の見守りなどの活動が行われた。

会議等での情報提供など、青尐年対策地区委員
会やＰＴＡの活動に対し、支援を継続していく。

（４）メディア・リテラシーの推進

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

メディア・リテラシー育成のための講
座の開催

メディア・リテラシーについての啓発のための講演会等を検討し
ていきます。

地域学習支援課
指導課

（小・中学校）

学校単位で講習を実施している。
・インターネットに関する講習等
  実施校数：小学校10校、中学校8校
・携帯電話（スマートフォン含む）に関する講習等
  実施校数：小学校14校、中学校8校

継続して実施する。平成27年度より、中学校全校
において情報モラル研修として、生徒向け授業
支援、保護者講習会、教職員研修を実施してい
る。

携帯電話やインターネットの使い方講
座の開催（再掲）

企業と協力して、携帯電話やインターネットの使い方、使わせ方
についての講座を検討します。

不健全な図書類等の浄化活動の推進 青尐年健全育成協力員による書店等への活動を支援します。

地域学習支援課

東京都青尐年健全育成協力員（青尐年対策地区委
員会から推薦）により、コンビニエンスストア等での不
健全図書の陳列・梱包等について、都へ調査報告を
行った。

継続して実施する。
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122

123

124

№

125

126

127

Ⅲ　快適でほんわかとする環境をめざして　…「まち」の視点から

１　施設・設備の整備と充実
（１）市内の施設・設備の利用しやすいシステムづくり

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

公共施設の利用方法についての調査・
研究

青尐年にとって使いやすい公共施設の利用方法について、調査・
研究します。

子育て支援課

旧青尐年センタースペースの改修工事を実施し、中
学1年生年齢から19歳までの方を対象として、人間関
係や進路等、生活上困っていることについて相談で
きる「ティーンズ相談室」を平成29年3月1日に開設し
た。

改修工事を実施し、相談しやすい環境を整備し
た。
専任の相談員を2人配置した。

図書館子ども講演会の開催
（再掲）

市内にある図書館が持ち回りで講師を依頼し、子どもの興味を引
く内容で講演を行います。

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

（２）スポーツを楽しめる公園や広場の充実

図書館

・子ども科学講演会「ホネホネたんけんたい！～ホネ
ホネストラップを作ろう～」
　開催日：平成28年9月24日
　開催場所：東部市民センター
　講師：西澤真樹子氏（大阪市立自然史博物館 外
来研究員）
　参加者：親子16組37人（子ども19人、大人18人）

・子ども科学講演会「おりがみは、うちゅうへとびた
つ！」
　開催日：平成28年10月30日
　開催場所：上宿図書館 集会室
　講師：足立久美子氏（元 津田塾大学数学講師）
　参加者：30人

親子で参加する行事は、お互いに楽しい時間を
共有することができ、有意義と好評である。
体験型の行事は子どもにとって想像力を育てると
ともに、新たな発見の機会となる。今後も内容を
工夫しながら様々な体験型行事を実施していき
たい。

ティーンズコーナーの充実
（再掲）

児童・青尐年向けの図書の充実に向け、ティーンズコーナーを設
置し、青尐年にも親しみやすい本・雑誌を配置します。

図書館

中央図書館1階児童コーナーの一角及び仲町図書
館に設置。ティーンズ向けの図書、雑誌、外国語図
書、職業学習用図書等を置いている。
　今年度の貸出冊数：5,711冊

本の貸出しだけでなく、職業学習などの調べもの
にも利用されている。

屋外での活動環境の整備の検討
既存の公園・市民広場などを活用した屋外での活動環境の整備を
検討します。

公園遊具の安全確保
全市立公園にある遊具を年1回定期点検し、必要に応じて随時修
理を行います。

水と緑と公園課
破損及び劣化した遊具等の修繕を行った。
　修繕件数：162件

安全性の高い公園の確保が図られた。

プレイパークの設置の検討
（再掲）

自然の中で、子どもたち同士の交流や仲間づくりを目指すための
場づくりを検討します。

水と緑と公園課 平成23年度実施済み。
子どもの遊び場確保と自然とのふれあいの場を
提供することができた。

水と緑と公園課
隣接住居に被害を与えることなく、ボール遊びがの
びのびできるように、中島町公園の防球フェンスの高
さを上げた。

近隣住民が安心でき、公園利用者が安全に利用
できる公園として提供できた。

文化スポーツ課

市民広場利用状況：
　福祉会館前市民広場：64,624人
　花小金井南市民広場：5,579人
　小川町二丁目市民広場：8,418人
　花小金井四丁目市民広場：7,774人

利用者が快適かつ安全に利用できる施設環境を
提供できた。
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129

№

130

131

132

№

133

134

遊び場（校庭）の開放
子どもの安全な遊び場の確保のため、小学校の校庭を遊び場とし
て開放します。

地域学習支援課
小学校(19校)の校庭を、放課後、市内在住の小学
生、中学生及び保護者の付き添いのある幼児を対象
に、「遊び場」として開放した。

監視員の配置により、子ども達が安心して遊べる
環境の確保が図られた。

子どもキャンプ場の運営
デイキャンプ・泊まり込みキャンプなど、青尐年が利用できる
キャンプ場を運営します。

文化スポーツ課
開放日数：351日
利用団体数：297団体
利用者数：6,874人

青尐年が自然の中での共同生活を通じて、心の
ふれあいを深め、共同精神や規律正しい生活態
度の向上、育成を図ることができた。

２　青尐年の居場所の充実
（１）青尐年センターの運営と活用

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

青尐年センターだより
「こげらっこ」の発行

青尐年センターで開催する行事等を掲載し、周知に努めます。

子育て支援課 ― ※平成27年度をもって廃止

青尐年センターの活用の検討
（再掲）

青尐年センターにおいて、体験や発表の場を設けることについて
検討します。

子育て支援課 ― ※平成27年度をもって廃止

青尐年センターでの活動の紹介
（再掲）

青尐年センターでの活動について市民に分かりやすい紹介を検討
します。

子育て支援課 ― ※平成27年度をもって廃止

（２）フリースペースの確保

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

地域センターの運営
地域の人々の集まりの拠点となっている地域センターについて、
スポーツや読書、自由に集まっておしゃべりできるなど、青尐年
にとって使いやすいスペースとなるよう活用します。

市民協働
・男女参画推進課

児童利用者数：293,149人
　（総利用者数：707,602人、利用割合：41.4％）
※平成26年度：289,110人
※平成27年度：279,487人

児童から高齢者まで幅広い年齢層の利用環境の
整備に努めた。

花小金井南児童館、小川町二丁目児童
館の運営

子どもたちが遊びを通して、健やかな成長と情操を豊かにするた
めの運営を進めます。

子育て支援課

年間利用者数
・花小金井南児童館
  小学生：10,420人、中学生：1,109人、
　高校生：782人
・小川町二丁目児童館
  小学生：15,801人、中学生：3,323人、
　高校生：585人
・小川町一丁目児童館
　小学生：18,165人、中学生：4,068人、
　高校生：751人

利用者からどのような遊びをしたいか、アンケート
を参考にして事業内容の充実に努めた。

※平成22年度より指定管理者による運営

※平成25年3月15日小川町一丁目児童館開館
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№

137

№

138
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140
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放課後子ども教室推進事業の拡充
（再掲）

地域の人々の協力により、放課後子ども教室推進事業の拡充に努
めます。

地域学習支援課

・小学校　19校
  教室実施回数：3,666回
  参加者延べ人数：91,119人
・中学校　5校
  教室実施回数：401回
  参加者延べ人数：7,053人

地域の方々の参画を得て、放課後等の学びや体
験の場が提供されており、地域住民との交流の
場ともなっている。
中学校では、学習活動に特化した教室を実施し
ている。

「土曜子ども広場」友・遊の開設・拡
充

小・中学生を対象に「学びの場」「遊びの場」を開設し、子ども
同士のふれあいの機会を設けます。また、ふれあいの機会として
より充実させるための場所や企画について検討します。

公民館

全館で部屋の開放及びレクリエーション、映画会など
を実施。また、中央公民館で友・遊こどもまつりを開
催（延べ826人参加）した。全館で合計3,039人の子ど
もが参加。

土曜日の部屋の開放だけでなく、公民館利用
サークルの方々や市内大学の学生達に講師を依
頼し、世代間交流、地域交流を行った。今後も、
地域ボランティアや学校との連携等を充実させ、
学校へのPRにも努める。

 推進体制と進行管理
１　市における連携

事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

総合的な課題の取組の拡充
関係各機関の関連部署と連携を取り、毎年進捗状況を評価してい
きます。

子育て支援課
「第２次小平市青尐年育成プラン推進状況調査報告
書（平成27年度実績）」を作成した。

推進状況について、青尐年問題協議会に対し報
告を行った。

２　青尐年育成機関、地域の組織等との連携
事業 内容

担当課 平成28年度実績 事業実績に対する担当課コメント

子育て支援協議会の運営
（再掲）

子育て支援事業に関する検討を行うため、協議会を開催し、その
運営に当たります。

子育て支援課

子育て支援協議会は、小平市子ども・子育て審議会
設置に伴い廃止。
子ども・子育て支援法の施行に伴い、小平市子ども・
子育て審議会条例を制定し、市長の附属機関として
小平市子ども・子育て審議会を設置した。
年４回開催し、子ども・子育て支援に関する施策や推
進状況などについて、審議を行った。

継続して、子ども・子育て支援に関する施策や実
施状況などを調査審議する。

要保護児童対策地域協議会の運営
（再掲）

被虐待、非行など保護が必要な児童(要保護児童)を支援するため
関係機関の連携・協力を強化します。

子育て支援課
要保護児童対策地域協議会代表者会議を1回、実
務者部会を3回開催した。

実務者部会においては、研修を1回、事例検討を
1回実施し、児童虐待への意識・対応力の向上を
図った。関係機関同士の連携・協力関係を強化
できた。

青尐年問題協議会の運営
青尐年問題に関する総合施策の樹立について審議調査を行うた
め、協議会を開催し、その運営に当たります。

子育て支援課
4回開催。
　（平成28年6月27日、平成28年8月26日、平成28年
10月24日、平成29年3月23日開催）

平成29年度末策定を予定する「小平市子ども・若
者計画」の基礎資料となる実態調査及び「第２次
小平市青尐年育成プラン」の推進状況のほか、
市の青尐年施策について意見を伺った。

青尐年対策関係機関連絡会議の運営
社会環境の整備及び浄化、並びに健全育成を効果的に推進するた
め、連絡会議を開催し、運営に当たります。

[旧：青尐年男女平等課] ― ※平成26年度をもって廃止
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142

143

144

145

146

147

青尐年センター運営等協議会の運営
青尐年センターの円滑な運営及び小平市青尐年育成プランの推進
を図るため、協議会を開催し、その運営に当たります。

[旧：青尐年男女平等課] ― ※平成26年度をもって廃止

「青尐年事業の概要」の発行
青尐年関連事業の概要と実績について報告書にまとめ、発行しま
す。

[旧：青尐年男女平等課] ― ※平成25年度をもって廃止

子ども会指導者養成事業の実施
（再掲）

子ども会活動の育成・助成・指導者の養成を支援します。

地域学習支援課

・小平市子ども会育成者連絡協議会に対する補助金
の交付　450,000円
・レクリエーション講習会
　開催日：平成28年6月9日
　参加者：40人
　講師：子ども会育成者連絡協議会役員
・講演会：自分が好きですか？
　　　　　　～自分に自信の持てる子に育てるには～
　開催日：平成28年7月14日
　参加者：68人
　講師：住田　佳子氏
　　　　　（こころの東京革命チーフアドバイザー）

補助金交付、レクリエーション講習会（レクリエー
ションゲームやポップコーン製造機の使い方講
習）等を通して、子ども会役員等の研修・交流を
支援した。
講演会は、子ども会関係者だけではなく、子ども
や子育てに関心のある方が広く参加できるよう、
公開で開催した。

青尐年委員による活動
青尐年教育、余暇指導、団体の育成、地域活動に対する支援を行
います。

地域学習支援課

・青尐年リーダー養成講座の企画・運営、指導を行っ
た。
・青尐年音楽祭の企画・運営を行った。
・姉妹都市小平町との尐年尐女交歓交流事業、成人
式等への協力を行った。
・出前遊びを実施した。

青尐年リーダー養成講座、青尐年音楽祭、成人
式等、市の青尐年教育事業への協力を精力的に
行い、事業を実施するうえで必要不可欠な存在と
なっている。また、青尐年対策地区委員会等の地
域の団体の活動に協力・支援を行っている。

青尐年対策地区委員会活動の支援
（再掲）

地域の特長を生かした、活発で継続性のある活動を推進するため
の事業を支援します。

地域学習支援課
・補助金の交付：4,011,000円
・行事開催用備品の貸出

地区ごとに、地域に根差した青尐年健全育成の
ための活動が展開されており、継続して支援して
いく。

放課後子ども教室推進事業の拡充
（再掲）

地域の人々の協力により、放課後子ども教室推進事業の拡充に努
めます。

地域学習支援課

・小学校　19校
  教室実施回数：3,666回
  参加者延べ人数：91,119人
・中学校　5校
  教室実施回数：401回
  参加者延べ人数：7,053人

地域の方々の参画を得て、放課後等の学びや体
験の場が提供されており、地域住民との交流の
場ともなっている。
中学校では、学習活動に特化した教室を実施し
ている。
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担当課 No 事　　　　業 内　　　　容

＜議会事務局＞

議会事務局 8,45
ホームページ、インターネットを活用した
情報提供

各施設で実施されるイベントや講座について、ホームページ等を通し
て、迅速で分かりやすい情報を提供することを検討します。

＜企画政策部＞

秘書広報課 8,45
ホームページ、インターネットを活用した
情報提供

各施設で実施されるイベントや講座について、ホームページ等を通し
て、迅速で分かりやすい情報を提供することを検討します。

＜総務部＞

総務課 8,45
ホームページ、インターネットを活用した
情報提供

各施設で実施されるイベントや講座について、ホームページ等を通し
て、迅速で分かりやすい情報を提供することを検討します。

総務課 19 青尐年善行者の推薦
社会貢献活動を継続して行っている青尐年の善行をたたえ、表彰し、感
謝の意を表します。

地域安全課 103 自主防犯組織育成事業の実施
防犯パトロールや防犯に関する活動を行う自主防犯組織の育成を行いま
す。

地域安全課 104 市役所内防犯情報の連絡体制の充実
子どもが犯罪の被害者にならないよう、不審者情報等市に提供のあった
情報について、小・中学校等関係機関への迅速かつ適切な連絡体制を充
実します。

地域安全課 107 「こども110番のいえ」の拡充 地域での安全確保や防犯意識の向上に努めています。

＜市民部＞

市民相談課 20 消費生活講座親子教室の開催
親子を対象に、体験学習講座を開催し、併せて消費生活に関するＰＲを
実施します。

市民相談課 36,108 消費者被害の防止事業の実施 悪質商法などから身を守るために、講座の開催等を検討します。

＜地域振興部＞

市民協働・男女参画推進課 8,45
ホームページ、インターネットを活用した
情報提供

各施設で実施されるイベントや講座について、ホームページ等を通し
て、迅速で分かりやすい情報を提供することを検討します。

市民協働・男女参画推進課 44 ＮＰＯ活動やボランティア活動の推進
青尐年が多様な人とかかわることができるボランティア活動等を支援す
るための情報提供をします。

市民協働・男女参画推進課 55,80
市民まつりで子どもが集まることができる
ちびっ子広場の運営

市民まつりの日に、子どもたちが楽しく遊べるよう体験型行事や実演、
模擬店などを行います。

市民協働・男女参画推進課
56,61,
81,87

市民まつりに「子どもみこし」の参加の促
進

市内の子ども会、福祉団体、保育園、幼稚園等が手づくりのみこしを担
いで市民まつりに参加することを促進します。

市民協働・男女参画推進課 75,100 子育て・女性相談事業の実施
子育てに関する悩み、家庭の問題、配偶者からの暴力などの相談に応じ
ています。

市民協働・男女参画推進課 133 地域センターの運営
地域の人々の集まりの拠点となっている地域センターについて、スポー
ツや読書、自由に集まっておしゃべりできるなど、青尐年にとって使い
やすいスペースとなるよう活用します。

産業振興課 21 学童農園事業の実施 学童農園として、農家に指導を受けながら農業の体験学習を行います。

産業振興課 37 職場体験の推進
地域の商店、農家、企業等と協働して、児童・生徒の職場体験を推進し
ます。

産業振興課 38
青尐年の職業能力開発に関する情報提
供

青尐年が、自ら適切な職業選択や職業能力開発が行えるよう、情報提供
します。

文化スポーツ課 4
平櫛田中彫刻美術館「わくわく発見！親
子で美術館」

親子（小学生）で参加して、美術に親しみ、美術館を身近に感じてもら
うためのイベントを、夏休みに実施します。

文化スポーツ課 30 「親子でヨーイドン」の実施
３歳以上未就学児とその親を対象に、親子体操・ミニ運動会などを行い
ます。

文化スポーツ課 31 スポーツ教室の開催
青尐年を対象に、各種スポーツ教室の開催を通じて、体育活動の場を提
供し、体力づくりや技術の向上を目指します。

文化スポーツ課 32,84 小平市民体育祭への参加 各種スポーツ大会行事への参加を促進します。

文化スポーツ課 46,82 小平市民文化祭への参加 市民文化祭への作品の出品や、イベントへの参加を促進します。

文化スポーツ課 79 郷土学習機会の充実
小平ふるさと村で、手打ちうどん作りや竹細工、鈴木ばやしなどの郷土
に伝わる文化や芸能について学習する機会を充実させます。

文化スポーツ課 85 国際こどもクラブの支援
小学生（４～６年生）を対象に、英会話やいろいろな国の話をしてもら
う異文化理解講座を開催します。

文化スポーツ課 89 地元美術館等の見学
平櫛田中彫刻美術館や小平ふるさと村等の地元の施設の見学を支援しま
す。

文化スポーツ課 127 屋外での活動環境の整備の検討
既存の公園・市民広場などを活用した屋外での活動環境の整備を検討し
ます。

＜参考資料＞担当課別事業一覧



担当課 No 事　　　　業 内　　　　容

＜参考資料＞担当課別事業一覧

文化スポーツ課 129 子どもキャンプ場の運営
デイキャンプ・泊まり込みキャンプなど、青尐年が利用できるキャンプ
場を運営します。

＜子ども家庭部＞

子育て支援課 8,45
ホームページ、インターネットを活用した
情報提供

各施設で実施されるイベントや講座について、ホームページ等を通し
て、迅速で分かりやすい情報を提供することを検討します。

子育て支援課 24,131 青尐年センターの活用の検討
青尐年センターにおいて、体験や発表の場を設けることについて検討し
ます。

子育て支援課 25,132 青尐年センターでの活動の紹介
青尐年センターでの活動について市民に分かりやすい紹介を検討しま
す。

子育て支援課 47
乳幼児と青尐年のふれあい体験事業の
実施

次代の親である中学生・高校生が乳幼児やその保護者とふれあい、交流
できるイベントを実施します。

子育て支援課
64,72,
90

子ども家庭支援センターの運営
児童虐待、子どもと家庭に関するあらゆる相談、子育て中の親子の交
流・子育て情報の提供などを行い、子どもと家庭に関する支援ネット
ワークを構築し、子育てを総合的に支援します。

子育て支援課
65,70,
99

子育てふれあい広場事業の実施
市立保育園、地域センター等で、乳幼児を子育て中の保護者を対象にし
た相談事業・交流事業を実施します。

子育て支援課 66,71 子どもつどいの広場事業の実施
乳幼児とその保護者が気軽に集える場と、乳幼児から中学生までの子ど
もの遊び場を提供する事業を実施します。

子育て支援課
68,93,
109,138

子育て支援協議会の運営
子育て支援事業に関する検討を行うため、協議会を開催し、その運営に
当たります。

子育て支援課 69,98 子育ての知恵袋事業の実施
子育て経験者などの熱意のある公募市民や民生委員が、子育てに関する
身近な悩み事等の相談に応じます。

子育て支援課 73 ファミリー・サポート・センター事業の実施
仕事と子育ての両立や地域の子育て機能の強化のためにファミリー・サ
ポート・センターをさらに充実させます。

子育て支援課 74 学童クラブ事業の実施
放課後帰宅しても保護者の就労等により適切な監護が受けられない小学
校低学年児童等のために、余暇活動や生活指導を行い、児童の事故の防
止と心身の健全育成を図ります。

子育て支援課 75,100 子育て・女性相談事業の実施
子育てに関する悩み、家庭の問題、配偶者からの暴力などの相談に応じ
ています。

子育て支援課
94,110,
139

要保護児童対策地域協議会の運営
被虐待、非行など保護が必要な児童(要保護児童)を支援するため関係機
関の連携・協力を強化します。

子育て支援課 95 青尐年センター相談室の充実
ロビーワークとして対応し、複雑な内容については、子ども家庭支援セ
ンターや教育相談室など専門機関と連携していきます。

子育て支援課 96 ひきこもりサポートネットの情報提供
東京都が実施しているひきこもりサポートネット事業の情報提供を行い
ます。

子育て支援課 112 非行防止に関する広報啓発 「青尐年の非行問題に取り組む全国強調月間」の啓発を行います。

子育て支援課 122
公共施設の利用方法についての調査・
研究

青尐年にとって使いやすい公共施設の利用方法について、調査・研究し
ます。

子育て支援課 130
青尐年センターだより「こげらっこ」の発
行

青尐年センターで開催する行事等を掲載し、周知に努めます。

子育て支援課 134
花小金井南児童館、小川町二丁目児童
館の運営

子どもたちが遊びを通して、健やかな成長と情操を豊かにするための運
営を進めます。

子育て支援課 137 総合的な課題の取組の拡充
関係各機関の関連部署と連携を取り、毎年進捗状況を評価していきま
す。

子育て支援課 140 青尐年問題協議会の運営
青尐年問題に関する総合施策の樹立について審議調査を行うため、協議
会を開催し、その運営に当たります。

保育課
41,48,
57

青尐年ボランティア活動の推進
小・中学生・高校生が子育てに触れ、乳幼児とのふれあいや交流をする
ため、子育て支援のボランティア活動を行うことを支援します。

＜健康福祉部＞

生活支援課 114 社会を明るくする運動の推進
犯罪や非行のない明るい社会を築く全国的な運動として、駅前広報活動
やキャンペーン、中学生による作文集の発行などを通し、推進に努めま
す。

高齢者支援課 49 高齢者交流室の運営
介護予防を目的に、生きがい活動や世代間の交流等を地域住民の参加を
得ながら行います。

健康推進課 15 食育の推進
栄養士が配置されている関係施設の連携を図り、青尐年の健康的な食習
慣の定着、健康づくりを推進します。また、食育の普及・啓発を行いま
す。

健康推進課 76
各種健康診査・教室・相談・予防接種・準
夜応急診療・休日応急診療・休日歯科診
療の実施

青尐年の健やかな成長や発達を目指し、育児支援機能の充実や関連機関
との連携を図ります。



担当課 No 事　　　　業 内　　　　容

＜参考資料＞担当課別事業一覧

健康推進課 101 親と子のメンタル相談事業の充実
小・中学校への出張教育を、必要に応じて行い、心とからだの健康づく
りの推進に努めます。

健康推進課 113 青尐年薬物乱用防止対策事業の推進 薬物乱用防止ポスター、講演会等による啓発活動を実施します。

＜環境部＞

環境政策課 1 夏休み子ども環境教室の開催
環境にまつわる様々な学習や体験を通して、環境に対する関心を高めま
す。

環境政策課 2 二酸化窒素簡易測定の実施
小学生（５、６年生）の協力で、二酸化窒素の汚染状況を把握し、大気
汚染に関する関心を高めます。

水と緑と公園課 22 地域と連携した体験活動の充実 雑木林や公園などを利用した学習や体験活動を検討します。

水と緑と公園課 23,126 プレイパークの設置の検討
自然の中で、子どもたち同士の交流や仲間づくりを目指すための場づく
りを検討します。

水と緑と公園課 105 遊び場等の安全管理の徹底
青尐年が遊びを楽しむ場所についての安全管理について、市役所内の連
携を高め、徹底に努めます。

水と緑と公園課 125 公園遊具の安全確保
全市立公園にある遊具を年１回定期点検し、必要に応じて随時修理を行
います。

水と緑と公園課 127 屋外での活動環境の整備の検討
既存の公園・市民広場などを活用した屋外での活動環境の整備を検討し
ます。

下水道課 3 ふれあい下水道館講座の開催
毎月第３土曜日、小学生を対象にミニ工作と顕微鏡による微生物等の観
察を実施します。

<教育部＞

学務課 15 食育の推進
栄養士が配置されている関係施設の連携を図り、青尐年の健康的な食習
慣の定着、健康づくりを推進します。また、食育の普及・啓発を行いま
す。

学務課 16 生活習慣病予防事業の実施
児童・生徒の生活習慣病を予防するため、検診や栄養士による食体験及
び啓発を行います。

指導課 17 健康教育の推進
小・中学校において、学習指導要領に従い、児童生徒の発達段階に応じ
た適切な健康教育を実施します。

指導課 21 学童農園事業の実施 学童農園として、農家に指導を受けながら農業の体験学習を行います。

指導課 37 職場体験の推進
地域の商店、農家、企業等と協働して、児童・生徒の職場体験を推進し
ます。

指導課 39 個に応じた進路指導の充実
生徒の主体的な進路選択能力を高め、一人ひとりの特性に応じた適切な
進路指導を目指すための指導方法について検討します。

指導課 42 福祉体験事業の実施 児童・生徒の福祉教育及びボランティア活動を推進します。

指導課 54,121
携帯電話やインターネットの使い方講座
の開催

企業と協力して、携帯電話やインターネットの使い方、使わせ方につい
ての講座を検討します。

指導課 91 小・中学校へのカウンセラー等の派遣
児童・生徒の実態に応じて適切に心のケアを行うことのできるスクール
カウンセラーを各校に派遣し、相談を実施します。

指導課 92 教育相談室の設置
幼児、児童・生徒の学習や不登校、集団になじめないなど、子どもの心
配な行動についての相談業務を実施します。

指導課 97 スクールカウンセラー等の拡充
市立小学校には全校配置をしたが、引き続き日数等の拡充について検討
していきます。

指導課 104 市役所内防犯情報の連絡体制の充実
子どもが犯罪の被害者にならないよう、不審者情報等市に提供のあった
情報について、小・中学校等関係機関への迅速かつ適切な連絡体制を充
実します。

指導課 115 犯罪・薬物乱用防止教育の実施
学級活動で非行・犯罪防止の指導を、また、薬剤師による薬物乱用防止
などの教育指導を行います。

指導課 117 交通安全教室の開催
各学校で、安全意識の向上を目的として、警察署に依頼し、交通安全教
室を実施します。

指導課 119
メディア・リテラシー育成のための講座の
開催

メディア・リテラシーについての啓発のための講演会等を検討していき
ます。

地域学習支援課 18 ブックレット「心を育て心をつなぐ」の活用
子どもの生活習慣確立に関するブックレットを作成し、家庭教育の大切
さを啓発します。

地域学習支援課 26 小平市中学校生徒意見発表会の開催
学校から推薦された中学生の代表による意見発表会を開催し、率直な意
見を聞くことで、生徒の意欲と市民の関心を高めます。

地域学習支援課 27 青尐年音楽祭の開催 青尐年に音楽活動の発表の場を提供し、青尐年の健全育成を図ります。

地域学習支援課
28,50,
83

よさこいスクールダンスフェスティバルの
開催

小学生を中心に、幼稚園児から大学生までを対象にしたダンスフェス
ティバルを開催します。大学生などが企画運営に参加することで、地域
に若い力の活躍の場を提供しています。
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地域学習支援課 29
多摩六都ヤング・ダンスフェスティバルの
開催

多摩北部都市広域行政圏域を対象とした高校生による高校生のためのダ
ンスフェスティバルを開催し、ダンスの発表の場を提供するとともに、
高校生の自主性を育みます。

地域学習支援課
51,135,
147

放課後子ども教室推進事業の拡充
地域の人々の協力により、放課後子ども教室推進事業の拡充に努めま
す。

地域学習支援課 53 「あいさつ運動」の啓発
心の東京革命等で取り組んでいるあいさつ運動と連携し、誰とでもあい
さつのできるまちづくりを目指し、啓発を行います。

地域学習支援課 54,121
携帯電話やインターネットの使い方講座
の開催

企業と協力して、携帯電話やインターネットの使い方、使わせ方につい
ての講座を検討します。

地域学習支援課 58
青尐年リーダー養成講座受講者による
地域貢献

青尐年リーダー養成講座受講者である中・高校生が講座で学んだことを
活かして、青尐年対策地区委員会の行事などに参画します。

地域学習支援課 62 青尐年リーダー養成講座の開催
青尐年団体の自主的活動の中心となるリーダーの養成を行い、地域の諸
団体のリーダーとして活躍できる素養を身につける講座を開設します。

地域学習支援課 63,144 子ども会指導者養成事業の実施 子ども会活動の育成・助成・指導者の養成を支援します。

地域学習支援課 67,102
「学校を休みがちな子のこれからについ
て考える親の会」の開催

問題行動などを抱える子どもを持つ保護者が集い、孤立しがちな親同士
をつなぎ、意見交換をする場を設定します。

地域学習支援課 77
ホッとHOTこだいらファミリーデイ事業の
実施

親子家族の結びつきを深めるため、家族のふれあいの機会の提供と啓発
を行います。

地域学習支援課 86
姉妹都市小平町との尐年尐女交歓交流
事業の実施

姉妹都市小平町の尐年尐女との宿泊研修等を通して、両市町の理解を深
めるとともに、参加者の見聞を広め、郷土の発展に寄与できる人間形成
を目指します。

地域学習支援課 88,146 青尐年対策地区委員会活動の支援
地域の特長を生かした、活発で継続性のある活動を推進するための事業
を支援します。

地域学習支援課 105 遊び場等の安全管理の徹底
青尐年が遊びを楽しむ場所についての安全管理について、市役所内の連
携を高め、徹底に努めます。

地域学習支援課 106,118
青尐年対策地区委員会、ＰＴＡ等による
活動

小学生の登・下校時の安全確保や防犯パトロールを実施します。

地域学習支援課 111 青尐年健全育成講演会の開催 犯罪、非行防止など、健全育成のための講演会を開催します。

地域学習支援課 112 非行防止に関する広報啓発 「青尐年の非行問題に取り組む全国強調月間」の啓発を行います。

地域学習支援課 116
「子どもの権利条約」普及推進事業の推
進

子どもの権利条約の普及推進を図り、子どもが心身ともに成長できる社
会環境の向上を目指します。

地域学習支援課 119
メディア・リテラシー育成のための講座の
開催

メディア・リテラシーについての啓発のための講演会等を検討していき
ます。

地域学習支援課 120 不健全な図書類等の浄化活動の推進 青尐年健全育成協力員による書店等への活動を支援します。

地域学習支援課 128 遊び場（校庭）の開放
子どもの安全な遊び場の確保のため、小学校の校庭を遊び場として開放
します。

地域学習支援課 145 青尐年委員による活動
青尐年教育、余暇指導、団体の育成、地域活動に対する支援を行いま
す。

公民館 5 子ども映画会の実施 月１回、映画上映会を実施します。

公民館 6 ジュニア講座、サタデー講座の開催
小・中学生、親子を対象に工作や料理、自然観察等を通して交流を深め
る講座を開設します。

公民館 7 ヤングセミナーの開催
教養、趣味、文化、芸術などの学習活動を通し、社会人としての資質の
向上、また、仲間との交流を図ります。

公民館 52 小・中学校と公民館との連携 小・中学生と公民館利用サークルの人との世代間交流を支援します。

公民館 59 公民館まつりに小・中学生の参加の促進
公民館の近隣の小・中学校と連携して、まつりでの発表の場を提供する
とともに、様々な世代の交流を図ります。

公民館 78 「家庭教育学級」の開催
乳幼児を持つ親を対象に子どもの成長、発達について学習する機会を設
けます。また、学級終了後のサークル等の学習のために、保育付のサー
クルを支援します。

公民館 136 「土曜子ども広場」友・遊の開設・拡充
小・中学生を対象に「学びの場」「遊びの場」を開設し、子ども同士の
ふれあいの機会を設けます。また、ふれあいの機会としてより充実させ
るための場所や企画について検討します。

図書館 9 おはなし会の定時開催 おはなしと絵本の読み聞かせをします。

図書館 10 図書館見学の開催
授業の一環として、図書館の利用の仕方や館内の見学、おはなし会など
を実施します。

図書館 11,33 家族一日図書館員の実施
仕事の一部を体験しながら、図書館の仕組みや役割、利用方法について
学びます。
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図書館 12,123 図書館子ども講演会の開催
市内にある図書館が持ち回りで講師を依頼し、子どもの興味を引く内容
で講演を行います。

図書館 13 おすすめ本リストの配布
親しみの持てる本を選定し、リストを作成して、小学校・中学校に配布
します。

図書館 14,124 ティーンズコーナーの充実
児童・青尐年向けの図書の充実に向け、ティーンズコーナーを設置し、
青尐年にも親しみやすい本・雑誌を配置します。

図書館 34,40 図書館体験学習の実施
小・中学生を対象に、図書館で行っている仕事を体験し、理解を深める
機会を提供します。

図書館 35,43
夏休み図書館ボランティア体験講座の実
施

小学校高学年から大学生を対象に、図書館の仕事を体験し、その仕組み
や役割を学ぶとともに、小さい子どもたちの手助けをする機会を開催し
ます。

＜選挙管理委員会＞

選挙管理委員会事務
局

60 生徒会役員選挙協力事業の実施
生徒会役員の選挙を通じ、正しい選挙の在り方を体験してもらうため、
実際の公職選挙に使用される選挙道具や資料を貸し出すことを検討しま
す。
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